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注
意
事
項

 
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
で
掲
載
中
の
小
説
を
「
タ

テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
の
シ
ス
テ
ム
が
自
動
的
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
化
さ
せ
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
小
説
の
著
作
権
は
小
説
の
作
者
に
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
作
者
ま
た

は
「
小
説
家
に
な
ろ
う
」
お
よ
び
「
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
」
を
運
営
す
る
ヒ

ナ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
無
断
で
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
及
び
小
説
を
、
引
用
の
範

囲
を
超
え
る
形
で
転
載
、
改
変
、
再
配
布
、
販
売
す
る
こ
と
を
一
切
禁
止
致
し

ま
す
。
小
説
の
紹
介
や
個
人
用
途
で
の
印
刷
お
よ
び
保
存
は
ご
自
由
に
ど
う
ぞ
。

【
小
説
タ
イ
ト
ル
】

　
偽
名
の
ア
リ
ス

【
Ｎ
コ
ー
ド
】

　
Ｎ
４
３
４
４
Ｆ

【
作
者
名
】

　
神
童
サ
ー
ガ

【
あ
ら
す
じ
】

　
不
思
議
な
女
の
子
と
憐
れ
な
男
の
子
の
話
。
現
実
と
仮
想
が
入
り
交
じ
っ
て

ま
す
。
最
後
は
ど
う
な
る
・
・
・
？
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「
ア
リ
ス
・
・
・
ア
リ
ス
・
・
・
」

「
ん
～
・
・
・
眠
い
で
す
」

　
ど
こ
か
の
セ
ー
ラ
ー
服
を
着
た
女
の
子
が
、
学
校
の
屋
上
で
昼
寝
を
し
て
る
。

　
女
の
子
の
頭
上
に
、
人
語
を
話
す
鳥
が
い
た
。

　
鳥
が
言
う
に
は
、
女
の
子
の
名
は
ア
リ
ス
ら
し
い
。

　
ア
リ
ス
は
、
寝
ぼ
け
な
が
ら
、
返
事
を
し
た
。

「
ア
リ
ス
・
・
・
メ
ー
ル
」

　
人
語
を
話
す
鳥
は
、
カ
タ
コ
ト
の
日
本
語
を
話
し
て
る
。

　
ア
リ
ス
は
、
起
上
が
っ
て
パ
ソ
コ
ン
を
弄
る
。

「
・
・
・
ド
ー
シ
タ
？
」

「
・
・
・
仲
間
が
い
る
で
す
」

　
ア
リ
ス
は
、
独
特
の
喋
り
方
を
し
て
る
。

　
甘
っ
た
る
い
子
供
の
声
だ
っ
た
。

　
鳥
は
、
機
械
の
よ
う
な
無
機
質
な
声
。
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「
え
っ
と
・
・
・
名
前
は
、
ト
ー
ヤ
で
す
か
？
」

　
パ
ソ
コ
ン
に
映
し
出
さ
れ
て
た
の
は
、
黒
い
髪
に
黒
縁
眼
鏡
を
掛
け
た
地
味

な
優
等
生
だ
っ
た
。

　
名
前
、
吹
雪
　
兎
夜
ら
し
い
。

ふ
ぶ
き

と
う
や

　
二
人
の
名
前
だ
け
な
ら
ば
、
ル
イ
ス
・
キ
ャ
ロ
ル
作
の
有
名
な
本
の
『
不
思

議
の
国
の
ア
リ
ス
』
を
思
わ
せ
る
。

　
ア
リ
ス
の
容
姿
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
形
の
よ
う
だ
。
金
髪
に
深
い
青
色
の
瞳
。

　
そ
の
容
姿
に
、
名
前
は
似
合
っ
て
る
よ
う
だ
が
、
偽
名
な
の
だ
。

　
偽
名
の
理
由
は
、
至
っ
て
簡
単
。
本
名
が
分
ら
な
い
か
ら
な
の
だ
。

　
育
て
親
に
貰
っ
た
名
な
の
だ
。

「
会
い
た
い
な
で
す
」

　
ふ
ぁ
あ
、
と
欠
伸
を
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
を
閉
じ
て
教
室
に
戻
る
ア
リ
ス
。

「
ト
ッ
ト
・
・
・
小
屋
に
帰
る
で
す
」

　
鳥
の
名
前
は
ト
ッ
ト
。
小
屋
と
い
う
の
は
、
ア
リ
ス
の
家
に
あ
る
ト
ッ
ト
専

用
の
家
。

　
ト
ッ
ト
は
、
窓
か
ら
ア
リ
ス
の
家
に
帰
っ
て
行
っ
た
。
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「
騎
馬
隊
を
率
い
て
た
の
は
誰
だ
？
吹
雪
！
！
」

「
総
大
将
は
、
武
田
信
玄
で
す
。
で
す
が
、
部
下
の
真
田
幸
村
が
・
・
・
」

「
は
い
は
い
・
・
・
も
う
良
い
。
お
前
は
理
屈
ば
か
り
述
べ
る
」

　
生
徒
に
不
人
気
の
先
生
。
兎
夜
は
、
少
し
機
嫌
が
悪
く
な
り
、
眉
間
が
ピ
ク

ピ
ク
動
い
て
る
。

「
先
生
は
、
屁
理
屈
ば
か
り
述
べ
る
で
す
」

「
・
・
・
な
ん
だ
と
？
」

「
逆
ギ
レ
で
す
か
？
い
つ
で
も
教
育
委
員
会
に
訴
え
れ
ま
す
で
す
。
貴
方
が
し

て
る
こ
と
―
―
―
」

　
ア
リ
ス
が
言
っ
た
途
端
キ
レ
た
。
し
か
し
、
続
い
た
言
葉
に
、
さ
っ
き
ま
で

と
色
が
変
わ
り
焦
り
出
し
た
。

「
今
日
は
こ
れ
で
終
わ
る
！
！
」
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ア
リ
ス
の
言
葉
を
遮
り
、
教
室
を
出
た
先
生
。

「
憐
れ
で
す
。
情
け
な
い
で
す
」

「
お
い
っ
・
・
・
ア
ン
タ
」

　
話
し
掛
け
て
き
た
の
は
、
先
ほ
ど
調
べ
た
少
年
だ
っ
た
。

「
な
ん
で
す
？
吹
雪
さ
ん
」

「
兎
夜
で
良
い
。
ア
ン
タ
・
・
・
何
し
て
ん
だ
？
」

「
私
も
ア
リ
ス
で
良
い
で
す
。
貴
方
と
同
じ
こ
と
で
す
」

　
ア
リ
ス
の
セ
リ
フ
に
驚
い
た
表
情
を
し
た
兎
夜
。

　
ア
リ
ス
は
、
ま
だ
眠
そ
う
だ
か
ら
心
が
読
め
な
い
。

「
ト
ー
ヤ
。
移
動
で
す
」

「
あ
・
・
・
あ
ぁ
」

　
教
室
で
話
し
て
る
の
で
、
怪
し
ま
れ
る
。

　
二
人
は
、
空
い
て
る
教
室
に
行
っ
た
。
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「
私
は
、
学
園
の
事
件
を
解
決
す
る
た
め
に
送
ら
れ
た
・
・
・
・
・
Ａ
Ｓ
Ｄ
で

す
」

「
ア
ス
ド
？
」

　
ア
リ
ス
は
説
明
し
た
。

　
Ａ
Ｓ
Ｄ
と
は
、
小
さ
い
頃
か
ら
英
才
教
育
を
受
け
て
、
裏
か
ら
学
園
や
そ
の

他
を
救
う
集
団
の
こ
と
だ
。

　
Ａ
 

ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｔ
ｉ
ｆ
ｉ
ｃ
 

ｄ
ｅ
ｆ
ｅ
ｎ
ｓ
ｅ
 

ｏ
ｒ
ｇ
ａ
ｎ
ｉ
ｚ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
。

　
訳
は
、
科
学
守
備
組
織
。

　
名
だ
け
は
カ
ッ
コ
い
い
が
、
実
際
に
ア
リ
ス
し
か
い
な
い
た
め
組
織
で
は
無

い
。

「
そ
れ
で
？
」

「
ト
ー
ヤ
は
、
学
校
パ
ソ
コ
ン
で
色
ん
な
こ
と
し
て
る
で
す
ね
？
」

　
核
心
を
突
い
た
の
か
動
揺
を
隠
せ
な
い
兎
夜
。

「
な
ん
で
・
・
・
」

「
学
校
内
の
サ
ー
バ
ー
に
入
れ
ば
分
る
で
す
」
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「
お
い
・
・
・
そ
れ
っ
て
」

　
確
か
に
犯
罪
で
す
。
よ
い
こ
の
皆
さ
ん
は
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
よ
？

　
こ
れ
は
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
す
の
で
。

「
Ａ
Ｓ
Ｄ
は
、
許
さ
れ
る
の
で
す
。
た
だ
し
、
許
容
の
範
囲
な
ら
」

「
な
る
ほ
ど
・
・
・
で
も
、
俺
に
ど
う
し
ろ
と
？
そ
れ
で
、
俺
を
脅
す
の
か
？
」

「
い
い
え
」

　
た
だ
ア
リ
ス
は
、
首
を
振
っ
た
だ
け
だ
っ
た
。

「
協
力
し
て
く
だ
さ
い
」

「
キ
ミ
ほ
ど
な
ら
必
要
無
い
ん
じ
ゃ
・
・
・
」

　
ア
リ
ス
の
実
力
な
ら
、
確
か
に
不
可
能
は
無
い
だ
ろ
う
。
で
も
、
そ
れ
だ
け

で
は
、
無
か
っ
た
の
だ
。

「
と
あ
る
人
物
が
、
こ
の
学
校
に
や
っ
て
来
る
そ
う
で
す
」

「
と
あ
る
？
」
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勿
体
ぶ
る
ア
リ
ス
に
、
イ
ラ
イ
ラ
し
出
す
兎
夜
。

「
こ
こ
で
何
か
の
取
引
が
あ
る
み
た
い
で
す
。
内
容
ま
で
は
知
り
ま
せ
ん
が
・
・

・
」

「
そ
れ
を
調
べ
ろ
っ
て
？
」

　
ニ
コ
ッ
と
笑
っ
た
ア
リ
ス
に
、
溜
め
息
し
か
出
な
い
兎
夜
。

　
こ
こ
に
、
デ
コ
ボ
コ
だ
が
最
強
コ
ン
ビ
が
出
来
た
の
で
あ
る
。

「
と
こ
ろ
で
何
で
今
日
な
ん
だ
？
」

「
知
り
ま
せ
ん
で
す
」

　
話
を
し
た
日
、
当
日
に
取
引
が
あ
っ
た
み
た
い
だ
。

　
暗
く
な
っ
て
か
ら
、
学
校
に
忍
び
込
ん
で
、
今
は
応
接
室
の
隣
り
の
部
屋
で
、

聞
き
耳
を
立
て
て
る
。

『
・
・
・
・
―
―
―
が
・
・
・
一
番
だ
な
』
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『
・
・
・
気
持
ち
は
良
い
』

『
・
・
・
―
―
―
円
く
ら
い
で
ど
う
だ
？
』

　
何
人
か
の
オ
ジ
サ
ン
の
声
が
す
る
。

「
聞
き
取
れ
な
い
で
す
」

「
何
か
大
事
な
物
み
た
い
だ
な
」

　
更
に
聞
い
て
る
と
、
一
人
が
キ
レ
出
し
た
。

『
・
・
・
バ
レ
た
ん
だ
！
！
ど
う
し
て
く
れ
る
！
？
』

『
そ
れ
は
、
お
前
の
不
注
意
だ
・
・
・
―
―
―
は
、
バ
レ
な
い
よ
う
に
使
え
』

　
や
は
り
大
事
な
部
分
が
聞
こ
え
な
く
て
、
意
味
が
分
ら
な
い
。

『
・
・
・
・
変
な
匂
い
だ
っ
て
』

『
使
い
過
ぎ
だ
！
！
』

『
幻
覚
だ
っ
て
見
え
る
。
―
―
―
が
・
・
・
』
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あ
る
人
の
言
葉
に
ピ
ク
ッ
と
す
る
兎
夜
。

「
乗
り
込
む
で
す
」

「
え
！
？
」

　
飛
び
出
し
た
二
人
は
、
ガ
チ
ャ
ッ
と
隣
り
の
扉
を
開
け
た
。

　
中
に
い
た
オ
ジ
サ
ン
達
は
驚
い
た
顔
を
し
て
い
る
。

「
な
・
・
・
お
前
ら
・
・
・
」

「
お
前
ら
は
包
囲
さ
れ
・
・
・
・
・
て
・
・
・
・
る
？
」

　
勢
い
よ
く
喋
っ
た
が
、
途
中
か
ら
力
が
抜
け
て
い
っ
た
。

「
な
ん
だ
よ
・
・
・
こ
れ
・
・
・
」

「
・
・
・
・
お
前
が
何
だ
！
？
」

　
目
の
前
に
広
が
っ
て
る
の
は
、
眩
し
い
オ
ジ
サ
ン
達
だ
っ
た
。

　
ブ
ツ
は
ブ
ツ
で
も
、
可
哀
相
な
人
達
必
須
の
物
だ
っ
た
。
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「
カ
ツ
ラ
・
・
・
？
」

　
そ
う
、
オ
ジ
サ
ン
達
は
カ
ツ
ラ
の
善
し
悪
し
を
決
め
る
た
め
に
、
夜
な
夜
な

集
ま
っ
て
た
の
だ
。

「
ア
リ
ス
・
・
・
・
こ
れ
は
？
」

「
ふ
ふ
・
・
・
引
っ
掛
か
り
ま
し
た
ね
。
ブ
ツ
の
取
引
を
シ
ャ
ッ
タ
ー
で
す
」

　
写
真
を
構
え
た
ア
リ
ス
は
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
を
た
き
な
が
ら
撮
る
。
頭
に
反
射

し
て
更
に
眩
し
い
。

「
な
、
な
な
な
・
・
・
」

「
こ
の
ネ
ガ
を
回
さ
れ
た
く
無
か
っ
た
ら
、
私
の
言
う
こ
と
を
聞
く
で
す
」

　
こ
の
時
、
兎
夜
は
自
分
が
騙
さ
れ
た
ん
だ
と
漸
く
気
付
い
た
の
で
し
た
。

「
ト
ー
ヤ
は
相
応
し
い
で
す
」

「
騙
さ
れ
た
・
・
・
」

「
実
は
、
こ
れ
は
練
習
で
本
番
が
こ
の
後
あ
る
ん
で
す
」
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行
き
ま
し
ょ
う
、
と
兎
夜
の
腕
を
掴
ん
で
歩
い
て
行
っ
た
。

　
細
身
の
く
せ
に
腕
力
が
あ
る
せ
い
で
、
兎
夜
は
抵
抗
出
来
な
か
っ
た
。

　
ア
リ
ス
が
こ
の
後
、
学
校
の
裏
の
番
長
と
な
っ
た
の
は
定
か
で
は
無
い
。
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（
後
書
き
）

最
後
は
、
ど
う
し
た
ら
楽
し
く
な
る
か
な
と
考
え
た
結
果
・
・
・
や
っ
ぱ
ハ
ゲ

ネ
タ
で
す
。
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Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
（
現
、
タ
テ
書
き
小
説
ネ
ッ
ト
）
は
２
０
０
７
年
、
ル

ビ
対
応
の
縦
書
き
小
説
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
配
布
す
る
と
い
う
目
的
の
基
、

小
説
家
に
な
ろ
う
の
子
サ
イ
ト
と
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。
ケ
ー
タ
イ
小
説
が
流

行
し
、
最
近
で
は
横
書
き
の
書
籍
も
誕
生
し
て
お
り
、
既
存
書
籍
の
電
子
出
版

な
ど
一
部
を
除
き
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
関
連
＝
横
書
き
と
い
う
考
え
が
定
着
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
誰
も
が
簡
単
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
の
小
説
を
作
成
、

公
開
で
き
る
よ
う
に
し
た
の
が
こ
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ
小
説
ネ
ッ
ト
で
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
発
の
縦
書
き
小
説
を
思
う
存
分
、
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

た
ん
の
う

偽名のアリス
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